


　

３
月
定
例
会
の
3
月
3
日

の
初
日
、
森
安
町
長
か
ら
平

成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
要
旨
は
、
次
の
と
お

り
。
な
お
、
記
載
さ
れ
た
金

額
は
、
予
算
書
等
か
ら
引
用

し
、
表
示
。 地

方
創
生
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ん
だ
子
育
て
支
援
の
充
実
や

地
域
産
業
の
振
興
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
予
算
編
成
に

小規模保育施設の新設予定地
（大殿・岸本保険福祉センター隣接地）

床暖房が改修される二部保育所

更新される遊具
（総合スポーツ公園・大原 )

改修される町民岸本体育館

長寿命化と介護サービスなどの機能アップ
への詳細設計へ（溝口保健福祉センター）

改修の詳細設計へ（溝口町民体育館）

　
３
月
定
例
会
を
３
月
３
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
開
会

　
　
　

平
成
28
年
度
の一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
の
予
算
案
を
原
案
可
決

　

主
な
取
り
組
み
の
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①　
「
和
牛
肥
育
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
事
業
」
と
し
て
、
和

牛
経
営
農
家
を
補
助
支
援

…
…
3
2
0
万
円

②　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

お
礼
の
品
と
し
て
町
内
の
農

産
物
な
ど
を
と
り
上
げ
て
ゆ

く
。

③　

現
在
、
２
か
所
あ
る
可

燃
ご
み
焼
却
施
設
を
集
約
す

る
方
向
で
進
め
る
。

④　

空あ
き

家や

等
対
策
計
画
を
Ｈ

28
年
度
に
策
定
し
、
対
応
す

る
。

⑤　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
、
情
報

発
信
に
努
め
る
。

…
…
3
5
6
万
円

平成28年度

●
町
長
と
し
て
提
案
理
由
を

申
し
述
べ
る
の
も
８
回
目
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
内
政
の

充
実
と
住
み
よ
い
伯
耆
町
へ

の
さ
ら
な
る
質
的
向
上
を
図

り
た
い
。

●
地
方
創
生
総
合
戦
略
上
の

子
育
て
支
援
の
充
実
や
地
域

産
業
の
振
興
な
ど
を
図
る
。

●
生
活
者
の
視
点
で
町
を
安

心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
く
、

持
続
的
に
運
営
を
し
て
ゆ
く

新
し
い
町
づ
く
り
を
図
る
。

備
し
、
利
用
希
望
に
対
応
。

…
…
4
千
1
7
5
万
円

⑩　

Ｈ
27
年
度
は
、
第
３
子

の
保
育
料
の
無
償
化
。
Ｈ
28

年
度
は
、
第
２
子
の
保
育
料

の
一
部
を
減
額
し
、
負
担
の

軽
減
化
。

⑪　

二
部
小
の
耐
震
化
と
空

調
、
八
郷
小
の
空
調
、
町
民

岸
本
体
育
館
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
の
整
備
、
改
修
な
ど

に
着
手
。

　

溝
口
町
民
体
育
館
は
、
詳

細
設
計
に
着
手
。

平
成
28
年
度

一般
会
計
予
算
提

案
理
由（
要
旨
）

　
　

―
― 
町
長

⑥　

各
集
落
か
ら
の
町
補
助

に
よ
る
整
備
事
業
等
に
予
算

計
上
し
、
集
落
の
課
題
解
消

に
努
め
る
。

⑦　

東
日
本
大
震
災
対
応
に

町
職
員
を
１
名
派
遣
す
る
。

⑧　

小
規
模
保
育
施
設
（
定

員
19
名
、
岸
本
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
隣
接
地
）
を
新
設
し
、

保
育
基
盤
の
拡
充
を
図
る
。

…
…
１
億
２
千
１
５
３
万
円

⑨　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
岸

本
）
で
、
新
た
な
ル
ー
ム
を
整

対前年度比 4 億２千８00 万円（約６％）の増
⑫　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

（
大
原
）の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
遊
具
の
新
し
い
遊
具
へ
の

取
り
替
え
等
を
行
う
。

…
…
１
千
9
4
6
万
円

⑬　

溝
口
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
長
寿
命
化
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
の
施
設
機
能

ア
ッ
プ
の
た
め
の
詳
細
設
計

を
行
う
。

（
改
修
工
事
は
、
Ｈ
29
年
度
）

…
…
4
9
6
万
円

⑭　

岸
本
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
不
足
解
消
の

た
め
近
隣
に
６
８
４
㎡
の
田

を
購
入
し
、
整
備
す
る
。

…
…
１
千
3
0
1
万
円

⑮　

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

…
…
１
千
2
0
3
万
円

⑯　
「
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
事
業
」
の
継
続
。

…
…
１
億
1
7
7
万
円

⑰　

伯
耆
町
Ｐ
Ｒ
情
報
発
信

事
業
に
取
り
組
み
伯
耆
町
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

…
…
4
9
7
万
円

⑱　

町
道
改
良
等
…
…
籠
原

栃
原
線
、
清
山
１
号
線
、
殿

河
内
１
号
線
、
曲
り
田
線
、

真
野
４
号
線
な
ど
の
改
良
等

に
取
り
組
む
。

…
…
町
道
籠
原
栃
原
線
改
良

事
業
＝
７
千
６
０
０
万
円

⑲　

Ｈ
28
年
度
か
ら
簡
易
水

道
を
上
水
道
に
統
合
し
、
安

定
し
た
運
営
体
制
の
整
備

…
…
上
水
道
事
業　

（
特
別

会
計
繰
出
金
）
２
億
１
千
3

9
6
万
円

歳入　7,624,000千円 歳出　7,624,000千円

自主財源
24.61％

民生費
2,256,911
29.60％

公債費
1,084,535
14.23％

総務費
948,001  12.44％

教育費　834,766　10.95％

農林水産業費　800,445　10.50％

衛生費　
718,792
　9.43％

（単位：千円）

依存財源
75.39％

地方交付税
3,386,432 44.42％

その他　51,680　0.69％

地方譲与税　61,619　0.81％

地方消費税交付金
　181,060　2.37％国庫支出金　

606,851　7.96％

県支出金　
634,185
8.32％

町債　
824,600
10.82％

町税　
1,329,574　17,44％

繰入金　
169,557　2.22％

その他　76,761　1.00％

使用料及び手数料　71,296　0.93％

分担金及び負担金
105,128  1.38％

諸収入
125,257　1.64％

災害復旧費
　10,000　0.13％

予備費　15,503　0.20％
商工費　78,810　1,03％

議会費　94,661　1.24％

消防費
267,728　3.51％

土木費
513,848　
6.74％　　

平成 28 年度　伯耆町一般会計予算科目別円グラフ

伯耆町一般会計予算　　76 億２千４00 万円に決まる！
第45号第45号 伯耆町議会だより伯耆町議会だより

（3） （2）



ダイレックス伯耆店進出予定地（大殿・R181 沿い）

大
和
情
報
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
が
行
う
店
舗
建

設
計
画
に
つ
い
て︵
説
明
︶

伯
耆
町
食
育
推
進
計
画

　
　
・
・
・
新
規
策
定

みなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりました
3月定例会で審査した請願・陳情の委員会、本会議での採決結果

件　　　　　　　名 提　出　者 付託委員会
（採決結果）

本会議
採決結果

町の機関における行政書士法の遵守徹
底による窓口業務の適正化に関する請
願書

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と
予防、その危険性や予後の相談の出来
る窓口などの設置を求める陳情

精神障がい者の交通運賃割引制度の適
用を求める意見書提出に関する陳情書

ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求
める陳情

未来の有権者のための、模擬投票所設
置に関する陳情

人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁
止し処罰する法律の制定に関する陳情

在日本大韓民国民団
鳥取県地方本部
　団長　薛　　　幸　夫

鳥取県行政書士会
　会長　有　田　　　敬
　　紹介議員　乾　　裕

軽度外傷性脳損傷仲間の会
　代表　藤　本　久美子

鳥取県精神障害者家族会連合会
　会長　濱　﨑　智　煕

農民運動鳥取県連合会
　代表者　今　本　　潔

Kids Voting Japan
　代表　寒　川　友　貴

教育民生
常任委員会
（継続審査）

教育民生
常任委員会
（不採択）

教育民生
常任委員会
（採択）

教育民生
常任委員会
（採択）

総務経済
常任委員会
（不採択）

総務経済
常任委員会
（不採択）

不採択

採　択

採　択

不採択

不採択

継続審査

内閣総理大臣等に提出した意見書（要旨抜粋）内閣総理大臣等に提出した意見書（要旨抜粋）

脳しんとう及び軽度外傷性脳損傷への
対応について

１．学校現場における根性論・精神論
の排除とさらなる科学的・医学的な
教育方針の導入の実施。
２．脳しんとうを疑った時の専門医によ
る検査・診断導入の実施。
３．脳しんとうについて、自治体、家庭、
医療、教育現場の連携の推進とバッ
クアップ体制などの確立。
４．教育現場で発生した重大事故を繰
り返さないため、第三者調査機関を
設置すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により
意見書を提出する。
　平成２８年３月２３日
　　　　　鳥取県西伯郡伯耆町議会
衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣、総務大臣、　　様
厚生労働大臣、文部科学大臣

　障がい者の交通を保障するうえで、公共交通機関が果たす役割
は大きなものがある。
　障害者基本法において、精神障がい者、身体障がい者、知的障
がい者の位置づけは同じであるにも関わらず、各種交通運賃割引
制度において身体障がい者と知的障がい者のみが割引の対象と
なっており、精神障がい者はその対象でないものが多い。
　これは、国による交通運賃割引制度の導入の働きかけが行われ
ているものの、その適用については各交通機関の事業者の判断に
任されているため、地域や交通機関によって交通運賃割引に格差
が生じていると思われる。
　このような中、本年４月には障害を理由とする差別を禁止する
「障害者差別解消法」が施行される。
　これにより、社会の中にあるバリアを取り除くために必要で合理
的な配慮を行うことが国の行政機関・地方公共団体等及び民間事
業者に求められることから、国においては、各種公共交通機関の事
業者へ精神障がい者の割引制度拡充のために理解と協力を求め、
その実施に向けた働きかけを行われるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　平成２８年３月２３日

　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県西伯郡伯耆町議会
衆議院議長、参議院議長、
国土交通大臣、厚生労働大臣、　様
総務大臣

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知
と予防及びその危険性の予後のバック
アップ体制などの確立を求める意見書

精神障がい者の公共交通運賃割引制度の拡充を求める意見書

平
成
27
年
度

一般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
（
第
４
号
）

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
4
号
）
は
、
2

月
11
日
の
第
１
回
臨
時
会
に

お
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
。

　

既
定
予
算
の
75
億
5
千
6

0
0
万
円
に
3
千
5
0
0
万

円
を
増
額
補
正
を
し
、補
正

後
総
額
を
75
億
8
千
8
0
0

万
円
と
し
た
。主
要
事
業
は
、

次
の
と
お
り
。

　

３
月
定
例
会
で
条
例
の
制

定
や
一
部
改
正
が
な
さ
れ
た

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

●
伯
耆
町
い
じ
め
問
題
調
査

委
員
会
設
置
条
例
（
制
定
）

…
こ
の
調
査
委
員
会
の
設
置

に
関
し
て
必
要
事
項
を
定
め

る
も
の
。

・
事
業
主
体　

大
和
情
報
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
東
京

都
）

・
事
業
箇
所　

伯
耆
町
大
殿

（
Ｒ
１
８
１
号
沿
い
）

・
事
業
内
容　
（
仮
称
）
ダ

イ
レ
ッ
ク
ス
伯
耆
店
、
約

１
千
7
0
0
㎡
（
店
舗
面

●
豊
か
な
ふ
る
さ
と
創
造
基

金
積
立
金 

2
千
6
0
0
万

円
増

●
こ
し
き
保
育
所
の
施
設
・

備
品
整
備　

5
6
0
万
円
増

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
5
号
）
は
、
3

月
8
日
、
第
2
回
定
例
会
に

お
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
た
。

　

そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
。

　

既
定
予
算
の
75
億
8
千
8

0
0
万
円
か
ら
４
千
万
円

を
減
額
補
正
す
る
こ
と
と
し
、

補
正
後
総
額
は
、
75
億
4
千

8
0
0
万
円
と
な
っ
た
。

　

主
要
な
補
正
は
、
次
の
と

お
り
。

　

歳　

入

・
地
方
交
付
税　

5
0
6
万

円
の
増

・
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

8
千
万
円
増

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

平
成
27
年
度

一般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
（
第
５
号
）

３
月　

定
例
会

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

　

平
成
28
年
２
月
29
日
及
び
３
月
19
日
に
行
わ
れ
た

全
員
協
議
会
に
は
、
条
例
改
正
等
の
説
明
を
は
じ
め

町
道
の
路
線
認
定
な
ど
に
つ
い
て
町
執
行
部
か
ら
の

説
明
を
受
け
、
議
会
協
議
な
ど
を
行
っ
た
。

・
食
育
基
本
法
に
よ
り
、
本

町
の
食
育
計
画
を
策
定

　

…（
平
成
28
年
３
月
策
定
）

・
計
画
策
定
の
趣
旨

　

町
民
一
人
一
人
が
健
全
な

食
生
活
を
実
践
し
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
食
育
を

推
進
す
る
。

・
計
画
の
策
定
体
制

　

住
民
代
表
者
、
保
健
・
福

祉
、
教
育
関
係
者
な
ど
で

構
成
す
る
「
伯
耆
町
食
育

計
画
策
定
委
員
会
」
で
内

容
を
検
討
。

・
こ
の
計
画
の
期
間

　

平
成
28
年
度
～
平
成
33

年
度
ま
で
の
６
年
間
と
し
、

平
成
33
年
度
に
「
評
価
の

4

4

4

見
直
し

4

4

4

」
を
行
う
も
の
と

す
る
。

積
）、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

ス
ト
ア
（
食
品
、
日
用
品
、

医
薬
品
、
衣
料
、
家
電
な

ど
販
売

・
工
事
着
手　

平
成
28
年
6

月
15
日
（
予
定
）

・
開
店
時
期
は
、
未
定

・
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

（
概
要
）

　

本
社
＝
佐
賀
市
、
店
舗
数

２
１
２
店
舗
（
平
成
27
年

12
月
現
在
）

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

み
ん
な
が
知
り
た
い

全
員
協
議
会

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

金　

3
千
3
9
0
万
円

の
減

・
繰
入
金　

公
共
施
設
等
整

備
基
金
繰
入
金
4
千
4
1

　

8
万
円
の
減

　

歳　

出

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業　

7
千
62
万
円
増

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

操
出
金　

3
千
6
2
8
万

　

円
増

・
廃
棄
物
処
理
事
業
（
清
掃

セ
ン
タ
ー
緊
急
修
繕
実
施

分
）　

1
千
2
万
円
増

新しい事務局の紹介

乾 さとみ 事務局長三宅 祐志 書記
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・
竹
林
整
備
事
業

・
小
中
一
貫
学
力
・
人
間
力

定
着
促
進
事
業

予
算
案
の
消
費
税
額

幅
田　
当
初
予
算
に
お
け
る

消
費
税
の
徴
収
額
と
支
払
予

定
額
は
。

総
務
課
長　
あ
く
ま
で
も
推

計
額
だ
が
、

・
徴
収
額

　

2
千
4
0
0
万
円

・
支
払
予
定
額

　

２
億
４
千
1
0
0
万
円

非
正
規
職
員
賃
金

幅
田　
町
の
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
数
と
給
与
の
引
き
上
げ

は
。

総
務
課
長　
人
数
は
２
７
８

人
（
時
間
パ
ー
ト
一
日
一
人

役
）。
昨
年
４
月
１
日
よ
り

月
額
職
員
は
２
千
円
ア
ッ
プ

済
。
今
年
度
、
日
額
職
員
は

日
額
70
円
ア
ッ
プ
、
三
年
継

続
保
育
士
等
一
時
金
０
・
５

か
月
引
き
上
げ
る
。

空
き
家
等
対
策
事
業

幅
田　
現
在
の
町
内
空
き
家

組
む
姿
勢
で
予
算
執
行
を
行

う
。
当
初
予
算
の
伸
び
に
つ

い
て
は
、
二
部
小
・
八
郷
小

の
改
修
及
び
町
道
の
改
修
な

ど
、
国
へ
の
予
算
要
求
の
力

加
減
を
意
識
し
て
、
公
共
事

業
が
増
え
て
い
る
。

空
き
家
等
対
策
事
業

勝
部　

新
し
く
策
定
す
る

「
空
き
家
除
却
対
策
費
等
」

へ
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長　
空
き
家
対
策
等

に
つ
い
て
は
、
協
議
会
な
ど

を
設
け
て
、
平
成
28
年
度
の

早
い
時
期
に
施
行
す
る
よ
う

考
え
て
い
る
。

勝
部　
家
屋
の
除
却
後
の
課

税
や
除
却
費
の
見
積
も
り
方

法
な
ど
十
分
に
検
討
し
、
運

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　
今
後
、
検
討
す

る
。

町
長　
今
後
、
空
き
家
問
題

は
、
深
刻
化
す
る
。
今
年
は
、

そ
の
た
め
の
制
度
づ
く
り
を

し
た
い
。

豊
か
な
ふ
る
さ
と
創
造
基
金

繰
入
金

永
井　

基
金
を
取
り
崩
し
、

公
園
遊
具
設
置
の
考
え
方
は
。

町
長　
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
と
の
寄
付
者
の
意
志
。

教
育
次
長　
運
動
公
園
に
、

３
～
12
歳
利
用
可
能
な
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
を
新
設
。

企
業
誘
致
事
業
（
外
国
人
研

修
生
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

永
井　
本
事
業
の
ね
ら
い
は
。

企
画
課
長　
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
者
の
思
い
を
反
映
。
誘

致
企
業
の
安
定
的
な
事
業
活

動
と
少
数
言
語
外
国
人
研
修

生
の
日
本
語
習
得
を
支
援
。

教
育
委
員
会
事
務
局
費

永
井　
統
合
後
の
日
光
小
学

校
施
設
の
維
持
費
計
上
は
。

教
育
次
長　
日
光
公
民
館
管

理
事
業
費
に
含
め
て
計
上
。

教
育
長　
後
利
用
は
検
討
会

を
設
置
し
て
検
討
し
た
い
。

他
に
３
項
目
を
質
疑

・
観
光
地
域
お
こ
し
協
力
隊

導
入
事
業

分
庁
総
合
窓
口
課
長　
現
時

点
で
建
設
予
定
地
は
検
討
中

で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

篠
原　
新
年
度
に
向
け
本
事

業
へ
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は
。

町
長　
全
国
的
に
本
事
業
へ

の
関
心
度
は
高
い
が
、
自
治

体
間
で
の
過
当
競
争
な
ど
制

度
上
の
課
題
も
あ
る
。
本
町

で
は
、
お
礼
の
品
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
地
元
特
産
物
を
中

心
に
若
干
の
テ
コ
入
れ
は
し
つ

つ
も
、
事
業
本
来
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
寄
付
者
の
意
思
を

尊
重
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

野
良
猫
等
去
勢
・
避
妊
手
術

費
助
成
金

乾　
具
体
的
な
制
度
設
計
は
。

地
域
整
備
課
長　
繁
殖
を
予

防
し
、
殺
処
分
を
極
力
回
避

す
る
の
が
目
的
。
集
落
等
が

主
体
的
に
、
町
所
有
の
捕
獲

器
（
1
台
）
を
使
い
野
良
猫

を
捕
獲
し
、
避
妊
・
去
勢
手

術
を
受
け
さ
せ
た
場
合
、
町

が
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

術
後
、
猫
の
取
り
扱
い
は
、

原
則
申
請
者
の
判
断
に
ゆ
だ

ね
る
。

バ
ス
車
庫
整
備
事
業

乾　
現
在
屋
外
駐
車
の
町
所

有
バ
ス
3
台
の
車
庫
を
、
溝

口
武
道
館
の
駐
車
場
に
建
設

す
る
の
か
。

ゆ
う
あ
い
パ
ル
管
理
事
業

篠
原　
町
直
営
二
年
目
に
当

た
り
、
初
年
度
の
検
証
と
今

後
の
課
題
は
？

福
祉
課
長　
初
年
度
直
営
で

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
収
支

構
造
な
ど
運
営
面
で
の
実
態

が
検
証
で
き
た
。
利
用
の
伸

び
て
い
る
健
康
増
進
事
業
を

中
心
に
、
さ
ら
に
工
夫
し
つ

つ
、
効
率
的
な
取
り
組
み
を

進
め
、
今
後
の
方
向
性
を
さ

ぐ
る
。

一
般
会
計
予
算
全
般

渡
部　
町
長
の
予
算
提
案
理

由
説
明
の
中
で
、
主
な
施
策

が
11
項
目
上
が
っ
て
い
る
。

特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
施

策
は
何
か
。

　

ま
た
、
前
年
比
予
算
総
額

で
4
億
2
千
8
0
0
万
円

の
増
と
な
り
、
近
年
と
比
べ

積
極
予
算
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
。

町
長　
「
住
み
や
す
い
ま
ち
」

を
念
頭
に
町
政
運
営
を
進
め

て
お
り
、
あ
え
て
目
玉
施
策

を
設
定
せ
ず
、
11
項
目
す

べ
て
に
過
不
足
な
く
取
り

野良猫のようす

ふるさと納税お返し品

歴史の重みを残す二部の街並み

乾
　 

　
裕 

議
員

篠
原 

　
天 

議
員

渡
部 

　
勇 

議
員

勝
部 

俊
徳 

議
員

永
井 

欣
也 

議
員

幅
田 

千
富
美 

議
員

平成28年度

の
実
態
は
。

総
務
課
長　
35
集
落
か
ら
75

軒
の
報
告
が
あ
る
。
実
質
空

き
家
数
は
70
軒
前
後
と
思
わ

れ
る
。

標
準
学
力
調
査
等

幅
田　
標
準
学
力
調
査
等
児

童
・
生
徒
の
年
間
の
テ
ス
ト

回
数
は
。

教
育
次
長　
最
も
多
い
中
学

3
年
生
で
主
な
も
の
で
年
間

17
回
程
度
。

植
田
正
治
写
真
美
術
館

幅
田　
美
術
館
契
約
見
直
し

協
議
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長　
植
田
家
の
ご
親
族

と
継
続
的
に
協
議
を
予
定
し

て
い
る
。

　
3
月
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
並
び
に
12
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
議
会
予
算
決
算
等
常
任
委
員
会
の
「
審
査
意
見
」
と
し
て
次
の
6
項

目
を
本
会
議
に
審
査
報
告
し
た
。

１
．
予
算
説
明
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
関
係
各
課
等
と
の
十
分
な

意
思
疎
通
を
図
ら
れ
た
い
。

２
．
予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、
財
務
規
則
及
び
補
助
金
等
交
付
規
則

等
に
即
し
適
正
に
事
務
処
理
さ
れ
た
い
。

３
．
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
28
年
度
中
に
と
り
ま
と
め
、
議

会
に
も
協
議
さ
れ
た
い
。

４
．
健
診
事
業
は
、
鋭
意
努
力
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
受
診
率

の
向
上
と
受
診
後
の
事
後
指
導
に
努
力
さ
れ
た
い
。

５
．
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

を
十
分
に
聞
か
れ
、
議
会
に
も
事
前
説
明
を
さ
れ
た
い
。

６
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
対
象
者
の
小
学
５
年
生
及
び
６
年
生
に
つ

い
て
は
、
逐
次
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
ら
れ
た
い
。

予 算 決 算 等 常 任 委 員 会

〔
予
算
審
査
意
見
〕

遊具新設予定の運動公園（大原）

植田正治写真美術館

空調などの改修予定の八郷小学校

一般会計ほか当初予算案に
6 議員が質疑！

一般会計ほか当初予算案に
6 議員が質疑！
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町政を問う！町政を問う！一般
  質問

6人の議員が
一般質問を行いました。

伯耆町では1人60 分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしています。

伯耆町では1人60 分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしています。

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、
町の行政全般について執行状況や将来の

方針等を問うものです。

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、
町の行政全般について執行状況や将来の

方針等を問うものです。

基本ルール
・質問要旨は事前に通告
・持ち時間は1人60分
・町行政に関係があるもの

基本ルール
・質問要旨は事前に通告
・持ち時間は1人60分
・町行政に関係があるもの

議
事
録
は
議
会
事
務
局
や

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

議
事
録
は
議
会
事
務
局
や

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

ページ

10

11

12

13

14

9

質 問 事 項 質 問 議 員

勝部　俊徳

渡部　　勇

乾　　　裕

大森　英一

幅田千富美

永井　欣也

1.小学校、中学校の選挙等に関する学校教育について

2.町道日野川堤防線と県道淀江岸本線の拡幅改良
等について　　　　　　　　　　　　　　　他

1.災害時の「ペット同伴避難」について

2.動物愛護条例の制定について　　　　　　　他

1.本人通知制度の運用状況について

2.総合計画の位置づけについて

1.子どもの医療費無料化について

2.障害者差別解消法について　　　　　　　　他

1.まちづくりについて

2.健康対策について

1.各種審議会など構成について

第45号第45号 伯耆町議会だより伯耆町議会だより
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町政を問う

教 育 長
教育次長

勝
部　

本
町
の
小
・
中
学
校

に
お
い
て
の
選
挙
に
関
す
る

「
主
権
者
教
育
」は
。

教
育
長　
社
会
に
参
加
し
、

自
ら
考
え
、自
ら
判
断
す
る

者
を
育
て
る
こ
と
と
し
、選
挙

は
、民
主
主
義
の
基
盤
を
な
す

も
の
で
あ
る
。

勝
部　

我
が
国
の
政
治
、地

方
の
政
治
、世
界
の
国
々
の

仕
組
み
な
ど
の
教
育
は
。

教
育
次
長　
小
学
校
は
、６

年
生
か
ら
、中
学
校
は
３
年
生

か
ら
学
習
し
て
い
る
。

　

国
政
の
課
題
や
外
国
と
の

比
較
、そ
し
て
地
方
自
治
に
つ

い
て
も
学
習
し
て
い
る
。

勝
部　
若
者
の
投
票
率
低
下

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
。

教
育
次
長　
い
ろ
い
ろ
な
国
で

の
投
票
の
背
景
な
ど
も
学
習

し
て
い
く
の
が
大
切
で
あ
る
。

勝
部　
今
後
の
選
挙
に
関
す

る
主
権
者
教
育
の
町
の
方
針

に
つ
い
て
。

教
育
次
長　
県
教
委
の「
未

け
て
岸
本
中
学
校
へ
到
る
部

分
の
改
良
の
考
え
は
。

町
長　
こ
の
路
線
は
、
昨
年

10
月
14
日
の
交
通
量
調
査
で

も
伯
耆
橋
付
近
で
12
時
間
で

約
7
千
9
0
0
台
を
記
録

し
、大
き
な
交
通
量
で
あ
る
。

　

内
部
的
に
も
検
討
し
、
技

術
的
、
用
地
的
に
も
可
能
な

ら
ば
国
や
県
と
も
協
議
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

勝
部　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
原
発
事
故
に
伴
う
汚

染
被
ば
く
検
査
地
点
の
設
定

に
つ
い
て
県
と
の
協
議
状
況

等
を
伺
う
。

町
長　
こ
の
問
題
は
、印
象

と
し
て
バ
タ
バ
タ
と
し
て
い
る
。

総
務
課
長　
Ｂ
＆
Ｇ
は
、車

両
除
染
可
能
駐
車
場
や
建
物

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
Ｈ
24

年
に
県
よ
り
選
定
さ
れ
て
い

る
。

勝
部　
こ
れ
の
県
と
の
書
面

で
の
協
定
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　
正
規
な
書
面
協

定
は
な
い
。

勝
部　
車
両
の
水
洗
い
に
よ

る
除
染
は
、
事
実
上
、
困
難

で
あ
る
し
、
問
題
も
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
確
か
に
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
り
得
る
と
思
う
。

　

県
と
し
て
課
題
と
し
て
残

し
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

　

町
民
の
不
安
な
ど
を
払
し
ょ

く
し
て
い
く
方
向
で
県
も
町

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

勝
部　
町
道
日
野
川
堤
防
線

の
拡
幅
改
良
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長　

米
子
市
と
岸
本
町

と
で
舗
装
し
、交
通
量
も
非

常
に
多
く
重
要
路
線
と
な
っ

て
い
る
。日
野
川
の
管
理
上
の

話
も
あ
る
が
、こ
の
件
に
つ
い

て
県
と
定
期
協
議
を
行
う
際

に
話
題
の
提
供
も
行
っ
た
。

勝
部　
県
道
淀
江
岸
本
線
の

伯
耆
橋
か
ら
淀
江
方
面
に
向

来
の
主
権
者
を
育
成

す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
則
し
て
体
験
的
に
学

ぶ
な
ど
の
学
習
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

勝
部　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
へ

の
取
り
組
み
は

教
育
次
長　
複
数
の
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
真

実
を
追
究
し
て
ゆ
く
こ

と
は
重
要
な
こ
と
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

小・中学校での選挙についての「主権者教育」は
社会に参加し、自らの考え、自ら判断する力をはぐくむ
地方自治は、民主主義の学校という言葉の元に

町
道
日
野
川
堤
防
線
と
県
道

淀
江
岸
本
線
の
道
路
改
良
を
し
て
は

原
子
力
災
害
時
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査・除
染

な
ど
に
よ
る
二
次
汚
染
被
害
な
ど
へ
の
対
応
は

国
・
県
と
も
協
議
を

し
て
い
き
た
い

不
安
を
払
し
ょ
く
し
て
い
く
方
向

で
県
も
町
も
取
り
組
ん
で
い
く

主権者教育は、小学校・中学校から早期に
（耐震改修が行われる二部小学校）

岸本中学校前の東側への右折レーンの新設が
望まれる県道淀江岸本線（岸中入口）

スクリーニング検査訓練

勝部 俊徳

町
長

町
長



町政を問う

町　長 教育長動物愛護を行うことで人間にとっても、動物にとっても
住みやすい社会を作っていく理念は正しい 見識をもった委員にお願いする

に
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
の
実
施

は町
長　
区
長
協
議
会
と
共
同

開
催
な
の
で
議
員
提
案
と
し

て
お
諮
り
し
、
意
見
を
聞
い

て
み
た
い
。

伯
耆
町
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

に
つ
い
て

乾　
ペ
ッ
ト
の
同
伴
避
難
に

関
す
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な

ど
の
記
述
の
追
加
の
検
討
は
。

総
務
課
長　
ご
指
摘
の
よ
う

に
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
大
事

な
要
素
と
思
わ
れ
る
の
で
、

調
査
・
研
究
の
上
、
簡
潔
に

ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
に
つ
い
て

乾　
受
け
入
れ
判
断
の
規
定

は総
務
課
長　
飼
い
主
に
よ
る

責
任
あ
る
管
理
を
お
願
い

し
た
い
。
平
時
に
お
い
て

も
、
災
害
等
を
想
定
の
上
で

ケ
ー
ジ
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

に
慣
ら
し
て
お
く
こ
と
。
む

や
み
に
人
に
吠
え
な
い
、
決

め
ら
れ
た
場
所
で
の
排
泄
な

ど
の
「
し
つ
け
」
。
予
防
接

種
。
寄
生
虫
駆
除
な
ど
の
健

康
管
理
が
で
き
て
い
る
こ
と
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
中
で
動

物
の
苦
手
な
人
や
、
動
物

に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
つ
人
に
つ
い
て
は
特
別
な

配
慮
が
必
要
。
こ
の
場
合
は
、

ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
は
難
し
い
。

同
伴
避
難
が
で
き
な
い
場
合

の
措
置
は
、
収
容
可
能
な
施

設
を
調
べ
て
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
な
る
。

乾　
年一回
の
防
災
避
難
訓
練

町政を問う
「動物愛護条例」についての所見は？

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
の
受
け
入
れ
判
断
は

基
本
的
に
飼
い
主
に
よ
る「
し
つ
け
」等
が

で
き
て
い
る
か
ど
う
か

乾　　裕

総
務
課
長

表
記
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

い
。

動
物
愛
護
条
例
に
つ
い
て
の

所
見
を
伺
う

乾　

新
年
度
予
算
に
、「
野

良
猫
等
避
妊
・
去
勢
手
術
費

の
補
助
金
制
度
」
を
新
設
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
野
良
猫
及

び
飼
い
猫
の
望
ま
れ
な
い
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り

殺
処
分
数
を
減
少
さ
せ
、
ま

た
フ
ン
尿
被
害
等
の
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
人
と
動
物
の

共
生
社
会
へ
向
け
て
の
一
歩

と
さ
れ
る
の
か
。

町
長　
動
物
愛
護
を
行
う
こ

と
で
人
間
に
と
っ
て
も
、
動

物
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い

社
会
を
作
っ
て
い
く
と
い
う

理
念
は
正
し
い
と
思
う
。

　

予
算
に
つ
い
て
県
内
の
動

き
も
意
識
し
な
が
ら
不
用
意

に
増
え
な
い
よ
う
に
地
域
と

飼
い
主
を
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。
条
例
に
つ
い
て
は
、

県
内
の
基
礎
自
治
体
で
は
ま

だ
な
い
。法
律
の
中
に
指
導
・

勧
告
を
行
う
場
合
に
は
条
例

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
規
定
が
あ
る
。

　

県
に
は
条
例
が
あ
り
市
町

村
と
一
緒
に
な
っ
て
、
主
に

は
啓
発
な
ど
、
動
物
愛
護
に

必
要
な
行
動
を
取
る
と
な
っ

て
お
り
、
町
と
し
て
条
例
を

定
め
る
必
要
性
は
若
干
薄
い

と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
補
助
金
は
条
例
で

は
な
く
事
業
と
し
て
取
り
組

む
も
の
で
あ
り
、
補
助
金
の

側
か
ら
の
要
請
も
条
例
化
は

必
要
と
し
て
い
な
い
。
こ
れ

が
本
法
自
体
が
変
わ
っ
て
き

て
、
指
導
・
勧
告
以
外
の
取

り
締
ま
り
と
か
罰
則
な
ど
が

出
て
き
た
場
合
に
は
条
例
の

検
討
も
あ
り
得
る
。

悪
質
電
話
勧
誘
被
害
の
未
然

防
止
対
策
に
つ
い
て

乾　
防
犯
機
能
つ
き
電
話
の

効
果
は
。

住
民
課
長　
県
が
事
業
主
体

で
希
望
さ
れ
た
世
帯
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。「
悪
質
電

話
勧
誘
の
回
数
が
減
っ
た
。」

「
安
心
感
に
つ
な
が
っ
た
。」

一
方
で
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

面
で
不
安
が
あ
る
。」
ま
た

は
、
古
い
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン

の
場
合
、
装
置
が
起
動
し
な

い
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ

た
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
継

続
さ
れ
、
５
世
帯
に
つ
い
て

は
継
続
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。

悪
質
電
話
勧
誘
被
害
等
に
対

し
て
は
今
後
も
関
係
機
関
と

密
接
に
連
携
し
被
害
防
止
の

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

伯耆町防災ハンドブック

ペットは家族の一員

渡
部
　
伯
耆
町
に
各
審
議

会
・
協
議
会
・
委
員
会
が
あ

り
、法
律
に
基
づ
い
て
設
置

さ
れ
た
も
の
や
他
に
も
あ
る

と
思
う
が
、始
め
に
、多
く

所
管
さ
れ
て
い
る
教
育
委
員

会
か
ら
聞
く
。各
種
審
議
会

の
数
と
名
称
は
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
ほ
か

11
の
審
議
会
・
委
員
会
が
あ

り
、任
期
は
教
育
委
員
会
が

4
年
、他
の
会
は
2
年
任
期

が
9
、1
年
任
期
が
2
で
あ

る
。

　

ま
た
、基
本
的
に
は
各
年

度
の
教
育
委
員
会
に
関
係
す

る
活
動・行
事
を
審
議
し
て
、

そ
の
計
画
を
点
検・評
価
し
、

次
年
度
に
生
か
す
活
動
を
し

て
い
る
。

渡
部　
住
民
参
加
の
新
た
な

形
「
無
作
為
抽
出
」
と
「
公

募
型
」
を
併
用
す
れ
ば
い
ろ

い
ろ
な
立
場
の
町
民
の
意
見

を
聴
け
る
と
考
え
る
が
？

住
民
参
加
の
新
た
な
形
と
し
て

　
　
　
　
　「
無
作
為
抽
出
方
式
」導
入
は
？

公
募
を
な
る
べ
く
多
く
す
る

「
無
作
為
抽
出
」は
難
し
い
の
で
は

渡部　勇

町
　
長

教
育
長　

専
門
的
な
見
識

を
持
っ
て
審
議
し
て
頂
く
審

議
会
に
関
し
て
は
見
識
を

持
っ
た
委
員
に
お
願
い
す
る
。

教
育
委
員
会
の
所
管
に
関
し

て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
若

い
方
々
の
意
見
を
お
願
い
す

る
機
会
を
設
け
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

渡
部　

次
に
町
長
部
局
の

各
種
審
議
会
の
数
と
名
称

は
。

総
務
課
長　
総
務
課
3
・
企

画
課
4・地
域
整
備
課
3・

健
康
対
策
課
3・産
業
課
1・

福
祉
課
2
・
商
工
観
光
課
2

で
あ
る
。

渡
部　

町
長
・
副
町
長
と
は

別
に
一
般
町
民
の
委
員
の
兼

任
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
は
、数
多
く
の

兼
任
が
あ
る
。

渡
部　

多
く
の
町
民
が
ま

ち
づ
く
り
や
行
政
に
関
心

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
思

う
。い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
町

民
の
声
を
聴
く
方
法
は
。

町
長　
合
意
形
成
を
図
り
、

そ
こ
に
お
い
て
議
論
を
進
め

る
の
に
代
表
制
が
必
要
で
、

個
々
の
意
見
を
補
う
た
め
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
か
、ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
り
す
る

行
政
手
法
を
用
い
て
い
る
。

ま
た
、何
も
な
い
状
態
で
の
無

作
為
抽
出
に
つ
い
て
は
自
治

体
の
規
模
か
ら
し
て
な
か
な

か
導
入
し
に
く
い
の
で
は
な
い

か
。

　

や
は
り
公
募
を
な
る
べ
く

多
く
し
て
そ
こ
に
手
を
挙
げ

て
頂
き
や
す
く
す
る
こ
と
が

ま
ず
執
り
う
る
手
段
で
あ

る
。

伯耆町有線テレビジョン放送番組審議会

月例教育委員会のようす

渡
部　

選
挙
権
も
18
歳
か

ら
と
な
る
が
、若
い
人
が
会

の
委
員
と
な
れ
ば
、町
に
対

し
良
い
意
見
が
出
る
の
で
は

教
育
長　
今
は
、ど
れ
に
当

て
は
ま
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

第45号第45号 伯耆町議会だより伯耆町議会だより
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町民の参加・参画が必要！



町政を問う

子
ど
も
の
医
療
費

　
　
　
　

完
全
無
料
に

幅
田　

窓
口
・
入
院
・
食
事

等
・
完
全
無
料
化
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
、制
度
化
を
国

に
求
め
よ
。

町
長　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム
・
国
で
議
論
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
う
。

地方再生は、地域経済・福祉の向上・
子育て支援で!!

障
害
者
差
別
解
消
法
の
自

治
体
対
応
は

幅
田　
4
月
実
施
の
障
害
者

差
別
解
消
法
に
対
応
す
る
自

治
体
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
・
公
表
し
て
啓
発
等
、
解

消
の
た
め
の
役
割
を
果
た

す
。

社
会
保
障
改
革
に
よ
る
介
護

給
付
削
減
は

幅
田　

政
府
が
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
医
療
・
介
護
保

険
等
社
会
保
障
大
改
悪
の

予
定
に
対
す
る
見
解
と
対
応

は
。

町
長　

あ
ま
り
い
い
こ
と

で
は
な
い
が
、
財
政
運
営

上
や
む
を
得
な
い
。
制
度

改
変
が
進
む
よ
う
で
あ
れ

ば
、
全
国
町
村
長
会
で
対

応
す
る
。

地
方
再
生
で
町
は
住
み
よ
く

な
る
か

幅
田　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

は
全
く
な
い
。地
域
経
済
の

深
刻
な
落
ち
込
み
の
も
と

で
、消
費
税
10
％
増
税
・
Ｔ
Ｐ

Ｐ
推
進
が
地
方
創
生
に
逆

行
し
な
い
か
。
今
回
、東
京

上
場
企
業
・（
株
）ル
ネ
サ
ン

ス
を
、福
祉
セ
ン
タ
ー
に
招

き
入
れ
進
め
る
「
健
康
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」は
、地
方
創

生
の
加
速
と
な
る
か
。地
域

産
業
振
興
、正
規
雇
用
、福

祉
の
向
上
、子
育
て
環
境
整

備
こ
そ
、持
続
可
能
な
町
づ

く
り
で
は
な
い
の
か
。

町
長　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

の
も
と
、
地
域
循
環
等
単

独
市
町
村
で
は
な
く
広
域

経
済
連
携
強
化
で
対
応
し

て
い
く
。

　

10
／
10
交
付
金
を
う
ま

く
使
っ
て
、
特
徴
あ
る
町

づ
く
り
に
資
す
る
。

幅
田　

国
と
財
界
は
、地
方

創
生
の
名
で
、財
界
支
援
、

戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
、

自
治
体
の
変
質
・
道
州
制
を

狙
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

地
方
創
生
で
伯
耆

町
が
住
み
よ
く
な
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
は
あ
る
が
、

確
た
る
事
は
出
来
な
い
ま

で
も
住
み
よ
く
な
る
よ
う

に
と
の
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

福
祉
の
向
上
、子
育
て
環
境
の
整
備
を

広
域
連
携
強
化
で
い
き
た
い

幅田 千富美

町
　
長

町政を問う

戸籍謄本交付などの本人通知制度は
機能しているか

大
森　
本
人
通
知
制
度
の
運

用
開
始
か
ら
３
年
が
経
過
し

た
。制
度
上
、再
登
録
が
必
要

だ
が
、私
自
身
の
経
験
か
ら

も
改
良
が
必
要
に
思
う
。３

年
間
の
運
用
状
況
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

町
長　
本
制
度
は
、「
住
民
票

の
写
し
等
の
不
正
な
請
求
を

抑
止
す
る
と
と
も
に
、住
民
票

の
写
し
等
の
不
正
な
取
得
に

よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
の

防
止
を
図
る
。」こ
と
を
目
的

と
し
て
、平
成
24
年
10
月
に
運

用
開
始
さ
れ
た
。

住
民
課
長　
住
民
窓
口
に
案

町政を問う

制
度
の
充
実
に
改
良
が
必
要
で
は
な
い
か

町
民
の
理
解
を
広
げ
る
プ
ロ
セ
ス
を
と
り
た
い

本人通知制度の案内

二部小学校の入学式のようす

岸本健康福祉センター

改修されるB&G体育館

大森 英一

町
　
長

ジ
で
周
知
し
た
。
ま
た
、

「
ひ
ま
わ
り
セ
ミ
ナ
ー
」
、

地
区
の
学
習
会
、
住
民
窓

口
、
更
新
手
続
き
の
案
内
な

ど
で
啓
発
し
て
い
る
。

大
森　
登
録
者
や
再
登
録
者

数
か
ら
み
て
、
現
状
課
題
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

町
長　
本
制
度
は
、
目
的
に

あ
る
抑
止
効
果
と
、
そ
れ
を

支
え
る
登
録
者
数
の
二
段
構

え
で
あ
る
。
存
在
意
義
は
あ

る
の
で
、
登
録
者
数
を
増
や

し
た
い
。

大
森　
江
府
町
の
例
を
参
考

に
、
制
度
改
良
の
余
地
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
改
良
と
な
れ
ば
、
登

録
で
は
な
く
全
町
民
対
象
し

か
な
い
。
た
だ
、
理
解
を
広

げ
る
プ
ロ
セ
ス
を
と
り
た

い
。
ま
ず
、
登
録
時
に
自
動

更
新
か
、
３
年
の
期
限
付
き

か
、
選
択
肢
を
設
け
る
の
は

可
能
だ
。

総
合
計
画
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て

大
森　
こ
れ
ま
で
町
長
は
、

地
方
創
生
に
関
す
る
発
言
で

「
基
礎
自
治
体
と
し
て
基
本

的
な
こ
と
を
や
れ
ば
、
お
の

ず
と
結
果
は
出
る
」
と
か
、

「
近
隣
の
市
町
村
と
人
の
奪

い
合
い
は
い
か
が
な
も
の

か
」
と
い
う
旨
の
地
方
創
生

に
消
極
的
な
発
言
を
し
て
き

た
。
そ
の
中
、
平
成
28
度
予

算
で
は
、
地
方
創
生
関
連
の

新
規
事
業
を
含
め
、
前
年
度

比
４
億
２
千
８
０
０
万
円
増

と
な
っ
た
。
国
内
外
の
政
治

情
勢
が
激
変
す
る
中
、
地
方

創
生
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
一
億
総
活

躍
社
会
な
ど
国
主
導
の
課
題

が
、
本
町
の
現
状
課
題
と
ど

の
よ
う
な
整
合
性
が
あ
る
か

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
発
言
を

考
え
る
と
、
非
常
に
疑
問
や

不
安
を
覚
え
る
。
本
町
の
課

題
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め

に
も
、
総
合
計
画
の
位
置
づ

け
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

町
長　
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て

は
地
方
創
生
だ
が
、
地
方
総

合
戦
略
や
、
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
、
過
疎
計
画
の
中
に

振
興
計
画
的
な
も
の
を
入
れ

て
き
た
つ
も
り
だ
。
そ
れ
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

改
選
時
期
に
長
期
計
画
は

な
じ
み
に
く
い
が
、
28
年
度

中
に
総
合
計
画
を
策
定
し
た

い
。

内
看
板
を
設
置
し
、
啓
発

と
不
正
防
止
、
不
正
取
得

に
努
め
た
。
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
、
不
正
取
得
の
発
生
事

例
は
な
く
、
本
制
度
へ
の
登

録
者
数
は
37
名
。
本
人
通
知

の
数
は
５
件
。
ち
な
み
に
、

単
年
度
の
住
民
票
、
戸
籍
謄

本
の
交
付
数
は
、
平
成
26
年

度
実
績
で
９
３
２
件
。
登
録

期
限
切
れ
が
９
人
で
、
そ
の

内
、
再
登
録
者
が
３
人
で
あ

る
。

大
森　
個
人
情
報
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
啓
発
は
進
ん
で

い
る
か
。町

長　

個
人
情
報

の
意
識
の
高
ま
り

は
あ
る
が
、
本
人

通
知
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

住
民
課
長　

運
用

開
始
時
に
は
広
報

と
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

国
の
加
速
化
交
付
金
な
ど

の
財
源
を
活
用
し
て
、
こ

れ
に
よ
り
経
済
活
動
も

活
発
化
す
る
の
も
よ
い
と

考
え
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

総
合
戦
略
の
中
で
も
健
康

づ
く
り
な
ど
を
は
じ
め
、

取
り
組
む
。
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伯耆町過疎とみなされる区域に係る　　　　
　　　　  過疎地域自立促進計画の実績

過疎対策事業主要事業抜粋（平成22年度〜27年度）

当初計画事
業費（概算）

実績見込額
（総事業費）

実績見込額
の内、過疎債事　　　業　　　名 備　　　考

21,068

325,975

350,000

15,000

4,800

62,119

230,000

15,749

83,374

173,295

49,000

7,500

7,500

39,000

68,550

1,452,930

20,013

74,373

418,677

3,834

4,137

155,519

606,445

16,648

108,915

152,623

0

0

0

0

19,847

1,581,031

9,600

67,200

418,500

2,300

3,600

60,300

0

2,900

36,700

76,200

0

0

0

0

3,300

680,600

日光 保 育 所 利 活 用 整 備 事 業

桝 水 地 区 観 光 施 設 整 備 事 業

町 民 の 森 整 備 事 業

とっとりバーガーフェスタ支援事業

フェスティバル・ディア・マスミズ

町 道 大 倉 線 改 良 事 業

広域路線バス・デマンドバス運行事業

緊 急 情 報 発 信 事 業

清 掃 セ ン タ ー 改 修 事 業

桝水地区簡易水道施設整備事業

上野地区簡易水道施設整備事業

金屋谷地区簡易水道施設整備事業

岩立地区簡易水道施設整備事業

溝口地域内下水道施設整備事業

個別合併処理浄化槽整備事業

　 合 　 計 　

リフト整備内容変更

改良延長の増、
落石防止工事等追加

特別交付税算入
県補助事業利用

実施時期
（H28以降：上水道統合後）

実施時期
（H28以降：上水道統合後）

実施時期
（H28以降：上水道統合後）

実施時期
（H28予定）

（単位 千円）

注１：実績見込額は平成27年12月末現在額。過疎債対象以外の経費を含む総事業費

注２：過疎債とは過疎対策事業債の略称で過疎とみなされる区域（旧溝口町地域）の整備に充当され、元利償還金の
　　約７割が普通交付税に算入される、有利な起債（借入金）制度

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

永
井　
本
町
の
人
口
減
少
は

地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
状
況

の
違
い
、特
徴
が
あ
る
と
考

え
る
が
、町
長
の
認
識
は
。

町
長　
Ｈ
27
年
国
勢
調
査

を
５
年
前
と
比
較
。
全
町
で

５
０
１
人
４・３
％
減
、
岸
本

地
域
で
12
人
０・２
％
減
、
溝

口
地
域
で
は
４
８
９
人
10
・

５
％
の
減
少
。
地
域
ご
と
の

差
は
大
き
い
。

町政を問う

持続可能な地域づくりの思いとは

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
住
民
健
診
等
に
取
り
込
め
な
い
か

提
案
と
し
て
有
り
得
る
が
、そ
の
ま
ま
で
は
難
し
い

地区別懇談会（日光地区）

ストレスチェック（厚生労働省ホームページ）

頸部血管超音波検査

永井 欣也

町
　
長

　

そ
こ
に
暮
ら
す
方
の
生
活

の
充
実
度
、
充
実
感
が
得

ら
れ
る
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
維
持
に
向
け
た
活
動
を

支
援
す
る
。

永
井　
生
活
者
の
視
点
を
持

ち
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
行
う
と
の
思
い
は
。

町
長　
生
活
者
の
視
点
で
満

足
度
が
上
が
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
生
活
利
便
性

の
向
上
、
子
育
て
・
教
育
の

充
実
、
公
共
料
金
の
抑
制
、

環
境
対
策
等
々
、
内
政
的
課

題
に
地
道
に
取
り
組
む
た
め

に
、
施
策
展
開
可
能
な
財
政

基
盤
を
作
って
き
た
。

健
康
対
策
に
つ
い
て

永
井　

労
働
安
全
衛
生
法

が
改
正
さ
れ
、
昨
年
12
月
に

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が

施
行
さ
れ
た
。
住
民
検
診
・

健
康
相
談
等
の
機
会
に
考
え

方
を
取
り
込
め
な
い
か
。

教
育
長　
介
護
施
設
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど
を
通

じ
、
基
礎
的
学
習
を
行
う
。

永
井　
本
町
の
優
れ
た
取
り

組
み
を
日
本
認
知
症
予
防

学
会
で
研
究
発
表
さ
れ
た
が
。

町
長　

鳥
取
大
学
と
協
力

し
、
認
知
症
予
防
の
観
点
か

ら
頸
部
血
管
超
音
波
検
査
で

血
流
を
み
る
。

　

研
究
成
果
と
生
活
習
慣

を
組
み
合
わ
せ
予
防
に
活
か

す
こ
と
は
今
後
の
取
り
組
み

と
な
る
。

法
改
正
が
あ
っ
た
の
で
、
項

目
増
や
内
容
変
更
の
確
認
を

行
い
実
施
し
た
い
。

　

学
校
職
員
は
、
今
後
、
県

教
委
で
実
施
す
る
と
の
こ
と
。

永
井　
鳥
取
県
で
は
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
16
・
７
万
人
、

う
ち
認
知
症
の
方
２・
５
万

人
、軽
度
認
知
障
害
の
方
２・

２
万
人
と
い
わ
れ
る
。

　

高
齢
化
社
会
進
展
で
、

地
域
で
生
活
さ
れ
る
方
も
多

く
、
正
し
い
理
解
と
見
守

る
応
援
者
と
な
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
状
況
は
。

健
康
対
策
課
長　
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生

を
対
象
に
実
施
。
溝
口
小
５

年
生
も
受
講
し
、
こ
れ
ま
で

通
算
で
５
６
８
人
が
受
講
し

て
お
ら
れ
る
。

永
井　

学
校
教
育
の
中
で

も
理
解
を
深
め
る
た
め
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は

有
意
義
な
の
で
は
。

町
長　
提
案
と
し
て
は
あ
り

得
る
と
い
う
の
が
第
一
印
象
。

ス
ト
レ
ー
ト
に
住
民
検
診
対

象
と
す
る
の
は
難
し
い
。

　

Ｈ
28
年
度
に
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定

な
の
で
、
リ
ン
ク
提
供
で
き

た
ら
と
考
え
る
。

永
井　

学
校
職
員
や
地
方

公
務
員
に
も
適
用
さ
れ
る

が
、
本
町
の
対
応
は
。

町
長　

職
員
は
Ｈ
24
年
度

か
ら
毎
年
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク

診
断
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

前号で誤解を招きかねない表記がありましたので訂正いたします。前号の訂正
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ま
す
。

質
問　

 

水
中
運
動
の
効
果
は
。

関
本
さ
ん　

皆
さ
ん
が
言
わ

れ
る
の
は
、
「
体
が
軽
く

な
っ
た
、
動
き
や
す
く
な
っ

た
、
気
持
ち
が
い
い
、
水
中

な
の
で
体
に
負
担
が
少
な
く

て
動
き
や
す
い
」
な
ど
で
す
。

　

や
は
り
続
け
る
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

質
問　

水
中
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ

ー
ス
と
は
。

関
本
さ
ん　

軽
い
水
中
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
水
中
の
リ
ズ
ム
運
動
、
水

質
問　

水
中
ま
め
ま
め
ク
ラ

ブ
と
は
。

遠
藤
さ
ん　

ス
マ
イ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
町
か
ら
委

託
を
受
け
た
水
中
健
康
運
動

ク
ラ
ブ
で
す
。

　

若
い
人
か
ら
高
年
齢
ま
で

の
男
女
の
皆
さ
ん
が
運
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

質
問　

 

講
師
の
方
は
。

関
本
さ
ん　

私
が
講
師
で
す
。

日
本
ス
イ
ミ
ン
グ
協
会
の
水

泳
教
師
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
水
中
健
康
運

動
を
そ
の
人
に
合
わ
せ
て
適

切
に
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
い

　
平
成
28
年
第
2
回
伯
耆
町

定
例
議
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
条
例
の
一
部
改
正
等
10
議

案
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
13
議
案
が
予
算
決
算
等
常

任
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
さ

れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
寒
い
冬
も
終
わ
り
を
告
げ
、

野
山
が
新
緑
に
包
ま
れ
暖
か

く
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
農
作
業
も
こ
れ
か
ら

大
変
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、

健
康
に
留
意
し
て
お
過
ご
し
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
、
広
報
委
員
一
同
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

一
橋
　
信
介

【
編
　
集
】

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
杉
本
　
大
介

　
　
副
委
員
長
　
乾
　
　
　
裕

　
　
委
　
　
員
　
篠
原
　
　
天

　
　
委
　
　
員
　
勝
部
　
俊
徳

　
　
委
　
　
員
　
一
橋
　
信
介

　
　
委
　
　
員
　
松
原
　
研
一

「議会だより」に対する

ご意見をお待ちしています。

水中運動で体脂肪を燃焼！

体
重
が
減
っ
た
、
体
が
軽
く
な
っ
た

音
楽
に
合
わ
せ
て
の
水
中
リ
ズ
ム
運
動

　
　

︱
︱
︱
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
講
師
に
よ
る
水
中
運
動

取
材
ご
協
力

あ
り
が
と
う

   

ご
ざ
い
ま
し
た
︒

筋
を
１
５
０
回
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
体
操

を
し
て
い
ま
す
。

　

水
中
ま
め
ま
め
運
動

で
若
い
皆
さ
ん
と
一
緒

に
運
動
す
る
こ
と
は
精

神
的
に
も
い
い
刺
激
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
の
立
ち

姿
、
姿
勢
は
と
て
も
大

切
で
は
な
い
か
と
思
い

の
抵
抗
を
し
っ
か
り
感
じ

て
、
膝
関
節
や
他
の
関
節
に

負
担
を
か
け
な
い
で
楽
し
く

リ
ズ
ム
運
動
を
し
ま
す
。

　

そ
の
人
の
そ
の
日
の
体
調

を
み
な
が
ら
指
導
し
ま
す
。

質
問　

水
中
ダ
イ
エ
ッ
ト

コ
ー
ス
の
内
容
は
。

遠
藤
さ
ん　

毎
週
１
回
金
曜

日
に
１
時
間
、
３
か
月
コ
ー

ス
で
計
10
回
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
、
夜
間

の
部
も
始
め
ま
す
。
午
後
７

時
30
分
か
ら
１
時
間
で
す
。

　

若
い
世
代
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

質
問　

 
参
加
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
の
よ
う
す
は
。

関
本
さ
ん　

や
は
り
女
性
の

方
の
参
加
が
多
い
で
す
。

　

男
性
の
皆
さ
ん
も
も
ち
ろ

ん
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
に

や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
、
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

質
問　

 

水
中
ま
め
ま
め
ク
ラ

ブ
に
参
加
し
た
感
想
は
。

幅
田
さ
ん　

私
は
、
毎
朝
腹

質 
問

質 

問
質 

問

遠
藤
さ
ん 

関
本
さ
ん 

関
本
さ
ん 

関
本
さ
ん 

アクアビクス講師　関本由美子先生

水中まめまめクラブメンバーの
幅田義規氏（88歳 ･荘）

水中まめまめクラブを運営する
ほうきスマイリークラブの
遠藤亜矢子マネージャー（富江）

関
本
さ
ん 

遠
藤
さ
ん 
遠
藤
さ
ん 
遠
藤
さ
ん 

幅
田
さ
ん

水中まめまめクラブダイエットコース
毎週金曜日、ゆうあいパル

質 

問
質 

問

質 

問

質 

問

(16)この議会便りは再生紙を使用して印刷されています。


